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1 はじめに

1.1 pCOS とは
pCOS （PDFlib Comprehensive Object Syntax） イ ン タ フ ェースは、 PDF 文書のページ寸法 ・

メ タデータ ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素など、 ページ内容を記述し ないあ らゆる部分から技術

的情報を取得でき る シンプルで洗練された機能を提供し ます。 pCOS を利用するには、 内

部 PDF 構造と辞書キーの基礎知識がい く らか前提にな り ますが、 PDF 文法 と解析の細部

を扱 う 必要はあ り ません。 pCOS 利用の際には、 PDF Reference を入手する こ と を強 く 推奨

し ます。 PDF 1.7 が 2008 年に標準化されて以来、 PDF Reference は ISO 32000-1 と し て入

手可能です。 この規格文書は www.iso.org から購入でき ます。 この公式版を購入し た く な

い場合は、 同じ内容の無料版をダウ ン ロードする こ と もでき ます ：

Document Management － Portable Document Format － Part 1: PDF 1.7, First Edition

www.adobe.com/devnet/pdf/pdf_reference.html から PDF でダウ ン ロード可能です。

1.2 文書とサンプルの案内
pCOS を使いこ なす助け と なる よ う 、 以下の資料を用意し ています。

全言語バイ ンデ ィ ングのための ミ ニサンプル dumper ミ ニサンプルは、 すべてのパ ッ

ケージ内で、 すべての言語バイ ンデ ィ ングに対し て利用可能です。 これは、 pCOS を利用

する う えでの最小のサンプルコード を提供し ます。 この ミ ニサンプルは、 自分の pCOS イ

ン ス ト ールを試験し た り 、 pCOS アプ リ ケーシ ョ ンの書き方をざっ と学んだ り する ために

有用です。

pCOS パス リ フ ァ レ ンス pCOS パス リ フ ァ レンス （このマニュ アル） は、 pCOS イ ン タ

フ ェースの核と なっている pCOS パス文法の例と簡明な説明を内容と し ています。 pCOS

イ ン タ フ ェースは、 複数の PDFlib GmbH 製品に内蔵されていますので、 pCOS パス リ フ ァ

レ ン スは、 pCOS を内蔵するすべての製品で使用でき ます。

おのおのの製品マニ ュ アル pCOS イ ン タ フ ェースは、 以下の PDFlib GmbH 製品に内蔵

された一部分と し て利用可能です ：

> PDFlib+PDI

> PDFlib Personalization Server （PPS）

> PDFlib TET （テキス ト ・ 画像抽出ツールキ ッ ト ）

> PDFlib TET PDF IFilter

> PDFlib PLOP

> PDFlib PLOP DS

各製品には、 それぞれのプ ロ グ ラ ミ ング ラ イ ブ ラ リ と、 それに対応する コ マン ド ラ イ ン

ツール （あれば） の使用方法を記述し た製品個別のマニュ アルが 1 つないし複数付いてい

ます。 製品マニュ アルは、 製品が対応し ているプロ グ ラ ミ ング言語を網羅し、 その API を

具体的に説明し ています。

pCOS ク ッ ク ブ ッ ク pCOS ク ッ ク ブ ッ クは、pCOS イ ン タ フ ェースのためのコード を集め

た ものです。 下記 URL で入手可能です ：

http://www.adobe.com/devnet/pdf/pdf_reference.html
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www.pdflib.com/pcos-cookbook/ 

pCOS ク ッ ク ブ ッ ク では、 さ まざまなアプ リ ケーシ ョ ンのための pCOS の使い方を具体的

に示し ています。 これは、 有用な pCOS プロ グ ラ ミ ング イデ ィ オムのレポジ ト リ と し て利

用でき ますので、 高 く 推奨されます。

1.3 pCOS イ ン タ フ ェ ースの有無
pCOS イ ン タ フ ェースが拡張された り 、 新しい機能が追加された り するのに伴い、 pCOS

イ ン タ フ ェース番号は大き く なっていき ます。 表 1.1 に、 さ まざまな製品バージ ョ ンに実

装されている pCOS イ ン タ フ ェース番号を具体的に示し ます。

pCOS プ ロ グ ラ ミ ング イ ン タ フ ェースについては、 上記の製品で利用可能です。 PLOP ・

PLOP DS 製品パッ ケージではこれに加えて、 プロ グ ラ ミ ングを一切行わずに pCOS を利

用する こ と ができ る pCOS コマン ド ラ イ ンツールも含んでいます。

pCOS イ ン タ フ ェースのい く つかの側面は、 TET 製品内でのみ利用可能で、 他の製品

にはあ り ません。 これらの機能はこ のマニュ アルでその旨明示し ています。

表 1.1 PDFlib GmbH 製品群に実装されている pCOS イ ン タ フ ェースのバージ ョ ン

pCOS イ ン

タ フ ェース

対応し ている入力 PDF のバージ ョ ン／

それに照応する Acrobat のバージ ョ ン PDFlib GmbH 製品名 ・ バージ ョ ン

8 PDF 1.7 拡張レベル 8 / Acrobat X/XI TET 4.1+ ・ TET PDF IFilter 4.1+

PDFlib+PDI 9.x ・ PPS 9.x

pCOS 4.0

9 PDF 1.7 拡張レベル 8 / Acrobat X/XI

PDF 2.0 （ISO 32000-2）

PLOP 5.0 ・ PLOP DS 5.0

10 PDF 1.7 拡張レベル 8 / Acrobat X/XI/DC

PDF 2.0 （ISO 32000-2）

TET 5.0 ・ TET PDF IFilter 5.0

11 証明書セキュ リ テ ィ を含む PDF 1.7 拡張

レベル 8 / Acrobat X/XI/DC

PDF 2.0 （ISO 32000-2）

PLOP 5.1+ ・ PLOP DS 5.1+

TET 5.1 ・ TET PDF IFilter 5.1

12 証明書セキュ リ テ ィ を含む PDF 1.7 拡張

レベル 8 / Acrobat X/XI/DC

PDF 2.0 （ISO 32000-2）

PLOP 5.3 ・ PLOP DS 5.3

http://www.pdflib.com/pcos-cookbook/
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2 pCOS のさ まざまな例
この章では、 PDF 文書からおのおの値を取得する ために利用でき る、 pCOS パスのさ まざ

まな例を提供し ます。 さ ら な るプロ グ ラ ム ロ ジ ッ ク を要する よ う な よ り 複雑な利用例は、

PDFlib Web サイ ト 上の pCOS ク ッ ク ブ ッ ク で入手可能です。

すべてのプロ グ ラ ミ ング例は、 特記ないかぎ り Java 言語で示されています。 ただし、

わか り き った変更 （多 く は文法的性質の） を加え る こ と で、 pCOS が対応し ている どのプ

ロ グ ラ ミ ング言語でも これらの例は使 う こ と ができ ます。

あ らゆる例を この章で網羅し て示し ているわけではあ り ません。 他のさ まざまな PDF

オブジェ ク ト を使 う こ と で、 これ以外にも多 く の pCOS アプ リ ケーシ ョ ンが可能です。

2.1 pCOS 関数

基本的な pCOS 関数呼び出し 以下の関数が、 pCOS で PDF 文書を ク エ リ する際に常用

されます ：

> pcos_get_number( ) ： 数値 ・ 論理値のいずれかの型のオブジェ ク ト を取得し ます。

> pcos_get_string( ) ： 名前 ・ 数値 ・ 文字列 ・ 論理値のいずれかの型のオブジェ ク ト を取得

し ます。

> pcos_get_stream( ) ： stream ・ fstream ・ 文字列のいずれかの型のオブジ ェ ク ト を取得し

ます。

これらの関数を使えば、 pCOS 文法を用いて PDF 文書から情報を取得する こ と ができ ま

す。 pCOS アプ リ ケーシ ョ ンの基本的な構造は以下のよ う にな り ます ：

/* PDF文書を開く */
int doc = p.open_document(filename, "");
if (doc == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

/* pCOS擬似オブジェクトの値を取得 */

System.out.println(" PDFバージョン: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfversionstring"));
                
p.close_document(doc);

pCOS 関数に対する引数は、 どの製品でも同じです。 それらは、 それぞれの製品 リ フ ァ レ

ン スマニュ アルに示されています。

プログラムロジ ッ ク を加える 多 く の pCOS オブジェ ク ト は、 何個かの要素を持つ配列

から成っています。 要素数は、 length: 接頭辞で取得する こ と ができ ます。 こ の と き こ の

配列は、範囲 0 から length-1 までの整数値を添字に と る こ と ができ ます。以下のコード は、

文書内のフ ォ ン ト の数を取得し て、 各フ ォ ン ト の種類を名前を出力し ます ：

count = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:fonts");

for (i = 0; i < count; i++) {
    String fonts;

    System.out.print(p.pcos_get_string(doc, "fonts[" + i + "]/type") + " フォント ");
    System.out.println(p.pcos_get_string(doc, fonts[" + i + "]/name));
}



8 2 章 :  pCOS のさ まざまな例

C の整形プ レースホルダ C 言語バイ ンデ ィ ングでは、 pCOS パス内でパラ メ ータの使用

を実現でき る便利な機能を提供し ています。 printf( ) 関数フ ァ ミ リ の整形パラ メ ータ と同

様に、 %s と %d プレースホルダをそれぞれ文字列と整数のパラ メ ータに対し て用いる こ

と ができ ます。 これらのパラ メ ータの値を、 pCOS パスの後に追加の関数引数と し て加え

る必要があ り ます。 pCOS がプレース ホルダを実際の値へ置き換えます。 この機能は と く

に、 配列添字を含むパスに対し て有用です。

た と えば、 上記の全フ ォ ン ト 一覧を作る Java プロ グ ラ ムは、 C では以下のよ う に書け

ます ：

count = (int) PDF_pcos_get_number(p, doc, "length:fonts");

for (i = 0; i < count; i++)
{
    printf("%s フォント ", PDF_pcos_get_string(p, doc, "fonts[%d]/type", i));
    printf("%s\n", PDF_pcos_get_string(p, doc, "fonts[%d]/name", i));
}

最近のプロ グ ラ ミ ング言語では、よ り 洗練された文字列処理関数群が提供されていますの

で、 こ の機能は C 言語バイ ンデ ィ ングでのみ利用可能で、 他の言語バイ ンデ ィ ングには

あ り ません。
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2.2 文書
表 2.1 に、 一般 ・ 文書関連オブジェ ク ト への pCOS パス を挙げます。

暗号化ステー タ ス と pCOS モー ド pcosmode 擬似オブジェ ク ト を ク エ リ する と、 その文

書の pCOS モード を知る こ と ができ ます。 これは、 ア ク セスが許可されていない （た と え

ばその文書が暗号化されていて、 かつ正しいパス ワード が与え られていないために） 情報

を取得し よ う と し て例外が発生する こ と を防ぐ ために重要です。 あ ら ゆる pCOS アプ リ

ケーシ ョ ンについて、 pcosmode の値に基づいた、 以下の一般的な構造が推奨されます ：

/* PDF文書を開く */
int doc = p.open_document(filename, "requiredmode=minimum");
if (doc == -1)

throw new Exception("エラー : " + p.get_errmsg());

int pcosmode = (int) p.pcos_get_number(doc, "pcosmode");
boolean plainmetadata = p.pcos_get_number(doc, "encrypt/plainmetadata") != 0;

// つねに得られるユニバーサルな擬似オブジェクトを取得

System.out.println(" PDFバージョン: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfversionstring"));

System.out.println("  暗号化: " + p.pcos_get_string(doc, "encrypt/description"));

// 暗号化された文書なのに、然るべきパスワードかデジタルIDが与えられていない

if (pcosmode == 0)
{

    System.out.println("最小モード: 得られる情報はもうありません\n");
    p.delete();
    return;
}

// そうでないなら他の情報も取得

System.out.println("PDF/Aステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfa"));

// マスターパスワードが与えられていないので、メタデータは取得できない

if (pcosmode == 1 && !plainmetadata && p.pcos_get_number(doc, "encrypt/nocopy") != 0)

表 2.1 文書関連項目への pCOS パス一覧

pCOS パス 型 説明

pcosmode 数値 文書の pCOS モー ド、 すなわちその暗号化ステータ ス （40 ページの

4.10 「保護された PDF 文書と pCOS モー ド」 を参照）

pdfversionstring 文字列 文書の PDF バージ ョ ン番号を表す文字列

/Info/Title 文字列 文書情報フ ィ ールド Title。 以下のフ ィ ールド名が PDF 内で定義済み

であ り、 同様に用いる こ とができます ：

Title ・ Author ・ Subject ・ Keywords ・ Creator ・ Producer ・

CreationDate ・ ModDate ・ Trapped

/Info/ArticleNumber 文字列 カス タム文書情報フ ィ ールド ArticleNumber （文書情報項目は任意の

名前を用いる こ とができます）

/Root/Metadata stream 文書のメ タデータ を持つ XMP ス ト リーム a

pdfa ・ pdfe ・ pdfua ・

pdfvt ・ pdfx
文字列 PDF/A ・ PDF/E ・ PDF/UA ・ PDF/VT ・ PDF/X のいずれかの規格準拠

ステータ ス



10 2 章 :  pCOS のさ まざまな例

{

    System.out.print("限定モード: 得られる情報はもうありません");
    p.delete();
    return;
}

// そうでないなら文書情報フィールドとXMPメタデータも取得できる

...

p.close_document(doc);

PDF バージ ョ ン 下記のコード は、 文書の PDF バージ ョ ン番号を出力し ます ：

System.out.println(" PDFバージョン: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfversionstring"));

文書情報フ ィ ール ド 文書情報フ ィ ール ド は、 以下のコー ド で取得でき ます。 オブジ ェ

ク ト がその PDF 文書内に実在する こ と、 かつ前提し ている型を持っている こ と を確かめ

る ために、 まずその型をチェ ッ ク し ま し ょ う 。 そのオブジェ ク ト が存在し、 かつ文字列型

を持っている な らば、 これを取得する こ と ができ ます ：

objtype = p.pcos_get_string(doc, "type:/Info/Title");
if (objtype.equals("string"))
{

/* 文書情報キーを見つけた */
title = p.pcos_get_string(doc, "/Info/Title");

}

XMP メ タ デー タ XMP メ タデータ を内容とする ス ト リ ームは、 以下のコード で取得でき

ます ：

objtype = p.pcos_get_string(doc, "type:/Root/Metadata");
if (objtype.equals("stream"))
{

/* XMPメタデータを見つけた */
metadata = p.pcos_get_stream(doc, "", "/Root/Metadata");

}

さ まざまな PDF 規格 PDF/A ・ PDF/E ・ PDF/UA ・ PDF/VT ・ PDF/X のいずれかの規格準

拠ステータ スは、 以下のよ う なシンプルな pCOS 擬似オブジェ ク ト で取得でき ます ：

System.out.println("PDF/Aステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfa"));

System.out.println("PDF/Eステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfe"));
System.out.println("PDF/UAステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfua"));

System.out.println("PDF/VTステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfvt"));
System.out.println("PDF/Xステータス: " + p.pcos_get_string(doc, "pdfx"));



2.3  ページ 11

2.3 ページ
表 2.2 に、 ページ関連オブジェ ク ト への pCOS パス を挙げます。

ページ数 文書のページ総数は、 以下のよ う に取得でき ます ：

pagecount = p.pcos_get_number(doc, "length:pages");

ページサイズ ページの MediaBox ・ CropBox ・ Rotate 項目を pCOS で直接得る こ と は可

能ですが、ページの実際のサイ ズを知るにはそれら を組み合わせて評価する必要があ り ま

す。 pages 擬似オブジェ ク ト の width ・ height キーを用いれば、 はるかに容易にページサ

イ ズを知る こ と ができ ます。 以下のコー ド は、 3 ページ目の幅 と 高さ を取得し ています

（pages 擬似オブジェ ク ト の添字は 0 から数え る こ と に留意し て く ださい） ：

pagenum = 2; // 3ページ目 (0から数えて)
width = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/width");
height = p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/height");

透過 ページの透過が、印刷などの処理の際に影響する場合があ り ます。透過要素を含む

ページを特定するには、pages 擬似オブジェ ク ト の usespagetransparency キーを用います：

pagenum = 0; // ページ1 (0が先頭)
if (p.pcos_get_number(doc, "pages[" + pagenum + "]/usespagetransparency"))
{

...ページは透過要素群を含んでいる...
}

表 2.2 ページ関連項目への pCOS パス一覧

pCOS パス 型 説明

length:pages 数値 文書内のページの数

pages[...]/width
pages[...]/height

数値 配列の指定添字のページの幅と高さ （なお、 配列添字は 0 から数えま

す） ステータ ス
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2.4 フ ォ ン ト
表 2.3 に、 フ ォ ン ト 関連オブジェ ク ト への pCOS パス を挙げます。

すべてのフ ォ ン ト を リ ス ト 以下のコード は、文書内のすべてのフ ォ ン ト の リ ス ト を、そ

の埋め込みステータ ス と と もに生成し ます ：

count = p.pcos_get_number(doc, "length:fonts");
for (i=0; i < count; i++)
{

fontname = p.pcos_get_string(doc, "fonts[" + i + "]/name");
        embedded = p.pcos_get_number(doc, "fonts[" + i + "]/embedded");

/* ... */
}

縦書き 以下のコード は、 フ ォ ン ト が縦書き用かど う かをチェ ッ ク し ています。 フ ォ ン ト

はその ID で、 すなわち fonts 配列の添字によ って特定されます。 この ID は、 と り う る添

字値をすべてなめる こ と で得られます ：

count = p.pcos_get_number(doc, "length:fonts");
for (i=0; i < count; i++)
{

if (p.pcos_get_number(doc, "fonts[" + i + "]/vertical"))
{

/* フォントは縦書き用 */
vertical = true;

}
}

TET TET 製品は、 フ ォ ン ト ID を get_char_info( ) 関数でも提供し ます。

フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク PDF 内のフ ォ ン ト は、 メ ト リ ッ ク値群やその他そのフ ォ ン ト に関

する情報を持った 1 個のフ ォ ン ト 記述子辞書を含んでいる こ と があ り ます ：

count = p.pcos_get_number(doc, "length:fonts");
for (i=0; i < count; i++)
{

ascender = p.pcos_get_number(doc, "fonts[" + i + "]/ascender");
        descender = p.pcos_get_number(doc, "fonts[" + i + "]/descender");

/* ... */
}

表 2.3 フ ォ ン ト 関連特性への pCOS パス一覧

pCOS パス 型 説明

length:fonts 数値 文書内のフ ォ ン ト の数

fonts[...]/name 文字列 フ ォ ン ト の名前

fonts[...]/vertical 論理値 フ ォ ン ト が縦書き用かど うかをチ ェ ッ ク

fonts[...]/embedded 論理値 フ ォ ン ト の埋め込みステータ ス

fonts[...]/ascender
fonts[...]/descender

数値 フ ォ ン ト のアセンダ / デ ィ センダ値 （つねに得られるわけではあ り ま

せん。 後出のコー ドサンプルを参照し て く だ さい）
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2.5 ラ ス タ画像
表 2.4 に、 ラ ス タ画像関連オブジェ ク ト への pCOS パス を挙げます。

すべての画像を リ ス ト フ ォ ン ト リ ス ト と 同様に、 文書内のすべての画像の リ ス ト を生

成する こ と もでき ます :

count = p.pcos_get_number(doc, "length:images");
for (i=0; i < count; i++)
{

width = p.pcos_get_string(doc, "images[" + i + "]/Width");
        height = p.pcos_get_number(doc, "images[" + i + "]/Height");

bpc  = p.pcos_get_number(doc, "images[" + i + "]/bpc");
}

表 2.4 画像関連特性への pCOS パス一覧

pCOS パス 型 説明

length:images 数値 文書内のラス タ画像の数

images[...]/Width 数値 画像の幅をピ クセル単位で

images[...]/Height 数値 画像の高さ をピ クセル単位で
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2.6 ICC プロ フ ァ イル
表 2.5 に、ICC プロ フ ァ イルに関連するオブジェ ク ト への pCOS パス をい く つか挙げます。

完全な一覧は表 4.9 を参照し て く ださい ：

すべての ICC プロ フ ァ イルを リ ス ト 文書内のすべての ICC プロ フ ァ イルに関する詳細

をレポー ト するには以下のよ う にし ます ：

count = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:iccprofiles");
for (int i = 0; i < count; i++)
{

System.out.print("profile " + i + ":");

errmsg = p.pcos_get_string(doc, "iccprofiles[" + i + "]/errormessage");

/* ICCプロファイルの解析で問題があったか */
if (!errmsg.equals(""))
{

System.out.println(" " + errmsg);
continue;

}

System.out.print(" name='" +

p.pcos_get_string(doc, "iccprofiles[" + i + "]/profilename") + "',");

System.out.print(" cs='" +

p.pcos_get_string(doc, "iccprofiles[" + i + "]/profilecs") + "',");

System.out.print(" class='" +
p.pcos_get_string(doc, "iccprofiles[" + i + "]/deviceclass") + "',");

System.out.print(" version=" +

p.pcos_get_string(doc, "iccprofiles[" + i + "]/iccversion"));

System.out.println();
}

その出力は以下のよ う な感じにな り ます ：

profile 0: name='ISO Coated v2 300% (ECI)', cs='CMYK', class='prtr', version=2.0
profile 1: name='eciRGB v2', cs='RGB ', class='mntr', version=2.4
profile 2: name='Adobe RGB (1998)', cs='RGB ', class='mntr', version=2.1
profile 3: name='sRGB IEC61966-2.1', cs='RGB ', class='mntr', version=2.1
profile 4: name='PSO Uncoated ISO12647 (ECI)', cs='CMYK', class='prtr', version=2.4

表 2.5 ICC プロ フ ァ イル関連プロパテ ィ への pCOS パス

pCOS パス 型 説明

length:iccprofiles 数値 文書内の ICC プロ フ ァ イルの数 （出力イ ンテン ト ・ 色空間 ・ 透過グ

ループ）

iccprofiles[...]/profilename 文字列 ICC プロ フ ァ イルの内部名

iccprofiles[...]/deviceclass 文字列 ICC プロ フ ァ イルのデバイス種別 （表示デバイス ・ 出力デバイスな

ど）
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2.7 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素
表 2.6 に、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素関連オブジェ ク ト への pCOS パス を挙げます。

し お り 以下のコード は、 文書内のしお り 群を ク エ リ し ています。 各しお り について、 そ

のネス ト レベル ・ 移動先ページ ・ タ イ ト ルが表示されます ：

int count = (int) p.get_number(doc, "length:bookmarks");

for (int i = 0; i < count; ++i) {
    int level    = (int) p.get_number(doc, "bookmarks[" + i + "]/level");
    int destpage = (int) p.get_number(doc, "bookmarks[" + i + "]/destpage");

    for (int j = 0; j < level * 4; j += 1) {
System.out.print(" ");

    }

    System.out.print(p.get_string(doc, "bookmarks[" + i + "]/Title"));

    if (destpage != -1) {

System.out.print(": ページ " + destpage);
    }
}

表 2.6 さ まざまな PDF オブジ ェ ク ト への pCOS パス一覧

pCOS パス 型 説明

length:bookmarks 数値 文書内のしおりの数

bookmarks[...]/Title 文字列 しおり テキス ト

bookmarks[...]/destpage 数値 しおりが動作し た時の移動先ページの番号、 あるいは文書内のページ

へ飛ぶしおり でない場合は -1

pages[...]/annots[...]/A/URI 文字列 すべてのページ上の Web リ ン クの移動先 URL

length:fields 数値 文書内のフ ォームフ ィ ールドの数
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3 さ まざまな pCOS データ型

3.1 基本 PDF デー タ型
pCOS は、 3 つの関数 pcos_get_number( ) ・ pcos_get_string( ) ・ pcos_get_stream( ) を提供し

ています。 これら を使えば、PDF 文書内に現れ う るすべての基本データ型を取得する こ と

ができ ます。 PDF 内の特定のオブジェ ク ト のデータ型を知るには、 PDF Reference を参照

し て く ださい。

数値 整数 ・ 実数型のオブジェ ク ト は、 pcos_get_number( ) で ク エ リ でき ます。 pCOS で

は、 整数と浮動小数点数と を一切区別し ていません。 例 ：

/* 文書内のページの数を得る */
int n_pages = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:pages");

名前 ・ 文字列 名前・文字列型のオブジェ ク ト は、pcos_get_string( )でク エ リ でき ます。例：

string title = p.pcos_get_string(doc, "/Info/Title");

PDF 内の名前オブジェ ク ト は、 非 ASCII キ ャ ラ ク タ と、 あ る種の特殊キ ャ ラ ク タ を入れ込

むための #xx 文法 （16 進値に接頭辞） を含んでいる こ と があ り ます。 pCOS は PDF 名前

を以下のよ う に処理し ます ：

> 名前オブジェ ク ト は、 修飾除去されて （すなわち、 #xx 文法が解決されて） から返され

ます。

> 名前オブジェ ク ト は、 多 く の言語バイ ンデ ィ ングでは Unicode 文字列 と し て返されま

す。 ただし、 C 言語バイ ンデ ィ ングでは BOM な し UTF-8 値群と し て返されます。

PDF 内の文字列の大半はテキス ト 文字列ですので、 pcos_get_string( ) はそれら をそのよ う

に扱います。 しかし、 まれな場合において、 PDF 内の文字列はバイナ リ 情報の伝達に用い

られています。 こ の場合には文字列は、 バイナ リ 文字列を温存し てその内容に対し ていか

なる変更も加えない pcos_get_stream( ) 関数で取得するべきです。 例 ：

byte[] signature = p.pcos_get_stream(doc, "", "fields[0]/V/Contents");

論理値 論理値型のオブジェ ク ト は、pcos_get_number( ) でク エ リ する こ と ができ、1（真）

または 0 （偽） と し て返されます。 例 ：

int linearized_i = p.pcos_get_number(doc, "linearized");

pcos_get_string( ) を用いて論理値オブジェ ク ト を ク エ リ する こ と もでき ます。 この場合に

は、 それは文字列 true ・ false のいずれかで返されます。 例 ：

string linearized_s = p.pcos_get_string(doc, "linearized");

ス ト リ ーム ス ト リーム型のオブジェ ク ト は pcos_get_stream( ) でク エ リ でき ます。 例 ：

byte[] contents = p.pcos_get_stream(doc, "", "/Root/Metadata");

PDF 内のス ト リ ームデータは、 1 個ないし複数の圧縮フ ィ ルタで前処理させる こ と もでき

ます。 その pCOS データ型 （stream または fstream） に応じ て、 その内容は圧縮または解
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凍されます。pcos_get_stream( ) の keepfilter オプシ ョ ンを用いる と、ク ラ イ アン ト は stream
型に対し て も圧縮データ を取得する こ と ができ ます。

ス ト リ ームに存在する フ ィ ルタの リ ス ト はス ト リ ーム辞書か ら ク エ リ でき ます。 画像

の場合には、 こ の情報は、 その画像の filterinfo 辞書内でのほ う がはるかに容易に利用で

き ます。 ス ト リ ームのフ ィ ルタチェーンが対応フ ィ ルタのみを含んでいる場合には、 その

型は stream にな り ます。stream オブジェ ク ト の内容を取得する際には、pcos_get_stream( )
はすべてのフ ィ ルタ を除去し、 その結果のフ ィ ルタ な しデータ を返し ます。

注記 pCOS は、 JBIG2 ス ト リーム圧縮フ ィ ルタには対応し ていません。

ス ト リ ームのフ ィ ルタチェーン内に非対応フ ィ ルタがあ る と きは、そのオブジェ ク ト 型は

fstream （フ ィ ルタ されたス ト リ ームの意） と し て報告されます。 fstream オブジェ ク ト の

内容を取得する際には、 pcos_get_stream( ) は、 フ ィ ルタチェーンの先頭にあ る対応フ ィ

ルタ群を除去し ますが、 残余の非対応フ ィ ルタ群は温存し、 この残余非対応フ ィ ルタ群が

適用されたま まの状態のス ト リ ームデータ を返し ます。適用されている フ ィ ルタの リ ス ト

はス ト リ ーム辞書か ら ク エ リ する こ と ができ、 ま た、 フ ィ ルタ さ れた ス ト リ ーム内容は

pcos_get_stream( ) で取得でき ます。 対応フ ィ ルタ群の名前は、 そのス ト リ ームのフ ィ ル

タ群の名前を ク エ リ する際には除去されませんので、対応フ ィ ルタ群の名前はク ラ イ アン

ト 側で無視する必要があ り ます。

PDF 内のス ト リ ームは通常、 バイナ リ データ を内容と し ています。 しかし、 まれな場

合においては （テキス ト ス ト リ ーム） 、 それはテキス ト データ を内容と し ている こ と があ

り ます （JavaScript ス ト リ ームなど）。 正しいテキス ト 変換を行わせる ためには、 pcos_get_
stream( ) で convert=unicode オプシ ョ ンを用います。

ス ト リ ームオブジェ ク ト は暗黙に辞書オブジェ ク ト でも あ り ます。 すなわち、 PDF ス

ト リ ームオブジ ェ ク ト に紐付いた辞書の中の項目群を、 そのス ト リ ームオブジ ェ ク ト の

pCOS パスに辞書キー （/Length など） を付加する こ と によ って ク エ リ でき ます。
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3.2 複合デー タ構造
基本データ型のいずれかのオブジェ ク ト は、 2 種類の複合データ構造にま と める こ と もで

き ます ： 配列と辞書です。 pCOS では、 複合オブジェ ク ト を取得するための専用の関数は

提供し ていません。 しかし、 辞書または配列の中に含まれているオブジェ ク ト は、 個別に

指定し て取得する こ と ができ ます。

配列 配列は、任意の数のオブジェ ク ト の一次元の集合であ り 、各オブジェ ク ト は任意の

型を持つこ と ができ ます。 配列は、 ネス ト し た配列群を含むこ と も でき ますので、 多次元

のデータ構造を表現する こ と も可能です。

配列の内容は、 それが含む要素の数 N を ク エ リ （その配列のパスの前に length 接頭辞

を用いて） し た う えで、 添字 0 から N-1 までのすべての要素を取得する こ と でなめる こ と

ができ ます。

辞書 辞書 （連想配列と もいいます） は、 任意の数のオブジェ ク ト 対を内容と し ます。 各

対の第一のオブジェ ク ト は名前型を持ち、 キーと いいます。 第二のオブジェ ク ト は値 と い

い、 null 以外の任意の型を持つこ と ができ ます。

辞書の内容は、 それが含む要素の数 N を ク エ リ （その辞書のパスの前に length 接頭辞

を用いて） し た う えで、 添字 0 から N-1 までのすべての要素を取得する こ と でなめる こ と

ができ ます。 辞書をなめる と、 その辞書のパスの末尾に .key 接尾辞を用いる こ と で、 すべ

ての辞書キーを、 PDF 内に格納されている順に取得でき ます。 同様に、 おのおのの値は

.val 接尾辞でなめる こ と ができ ます。 辞書キーをなめる際には、 継承値 （後述） と擬似オ

ブジェ ク ト は隠され、 length にも数え られません。

PDF 内のページ関連の辞書項目のい く つかは、 ツ リ ー状のデータ構造を通じ て継承さ

れるので、 取得が難し く なっています。 た と えば、 ページの MediaBox は、 そのページ辞

書内に含まれている と い う 保証はな く 、任意に複雑なページツ リ ーから継承されている可

能性があ り ます。 pCOS は、 すべての継承されたキーと値を pages[ ] 擬似オブジェ ク ト 内

の辞書群の中へ透過的に挿入する こ と によ って、 こ の問題を取 り 除き ます。 言い換えれ

ば、 pCOS を使用すれば、 継承可能な項目がすべて辞書内で直接利用可能であ る と前提す

る こ と ができ、 ツ リ ー内の関連するすべての親項目でそれを探す必要があ り ません。 この

継承項目の合成は、 ページツ リ ーからの取得を pages[ ] 擬似オブジェ ク ト を通じ て行 う 場

合にのみ行われます。/Pages ツ リ ーまたは objects[ ] 擬似オブジェ ク ト を取得し た場合、ま

たは pages[ ][ ] を通じ てキーをなめた場合には、 おのおのの辞書内に存在する実際の項目

が返され、 継承は適用されません。

辞書項目を読み取り 以下の例では、 文書情報辞書内のキー / 値対をなめています ：

count = (int) p.pcos_get_number(doc, "length:/Info");

for (i = 0; i < count; i++) {
String info;
String key;

info = "type:/Info[" + i + "]";
objtype = p.pcos_get_string(doc, info);

info = "/Info[" + i + "].key";
key = p.pcos_get_string(doc, info);
System.out.print(key + ": ");
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/* 情報項目群は文字列または名前オブジェクトとして格納されている可能性がある */
if (objtype.equals("name") || objtype.equals("string"))
{

info = "/Info[" + i + "]";
System.out.println("'" + p.pcos_get_string(doc, info) + "'");

}
}
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3.3 オブジ ェ ク ト 識別子 （ID）

辞書 ・ 配列に対する pCOS ID PDF オブジェ ク ト ID と異な り 、 pCOS ID は、 pCOS パス

を通じ て指定された要素に対する一意な識別子を与え る こ と が保証されています （配列 ・

辞書はネス ト されている場合があ り ますので、 オブジェ ク ト は、 その親の配列または辞書

と同じ PDF オブジェ ク ト ID を持つ可能性があ り ます）。 pCOS ID を取得するには、 その

辞書または配列のパスの前に pcosid 接頭辞を付けます。

ですので pCOS ID は、 明示的にパス を指定する必要な く 要素群を繰 り 返し取得する た

めのシ ョ ー ト カ ッ ト と し て利用する こ と ができ ます。 これによ り 、 大き な配列のすべての

要素にわたってループする際のパフ ォーマン ス を向上させます。 特定の ID によ って指定

される要素の内容を取得するには、 objects[] 擬似オブジェ ク ト を用います。
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4 pCOS パス リ フ ァ レンス

4.1 pCOS パス文法
pCOS イ ン タ フ ェースのバッ ク ボーンは、 PDF 文書内に含まれている任意のオブジェ ク ト

を指定し て取得する ためのシンプルなパス文法です。オブジェ ク ト データそのものだけで

はな く 、 pCOS ではオブジェ ク ト に関する情報を取得する こ と もでき ます。 た と えばその

型や数などです。 オブジェ ク ト 型に応じ て、 関数 pcos_get_number( ) ・ pcos_get_string( ) ・

pcos_get_stream( ) のいずれかを用いてオブジェ ク ト の値を得る こ と ができ ます。pCOS パ

スの一般的な文法は以下の とお り です ：

[<接頭辞>:][擬似名[<添字>]]/<名前>[<添字>]/<名前>[<添字>] ... [.key|.val]

このさ まざまなパス構成要素の意味は以下の とお り です ：

> オプシ ョ ナルな接頭辞は、 表 4.1 に挙げる値を と る こ と ができ ます。

> オプシ ョ ナルな擬似オブジ ェ ク ト 名は、 擬似オブジェ ク ト の名前を内容 と する こ と が

でき ます。 擬似オブジェ ク ト は PDF 内には存在し ていませんが、 PDF 文書内の 1 個の

値を読み取る こ と によ っては容易に取得でき ない情報への簡便なシ ョ ー ト カ ッ ト を提

供するために pCOS で使用でき ます。 辞書型の擬似オブジェ ク ト の中の項目群をなめ

る こ と はでき ません。

> 名前構成要素は、文書内で見つかる辞書キーです。複数の名前は / キ ャ ラ ク タで区切ら

れます。 pCOS パスは、 その文書の Trailer 辞書の中の項目で始ま るか、 または何らか

の人工的なオブジェ ク ト で始ま り ます。 こ の人工的なオブジェ ク ト は、 擬似オブジェ

ク ト と いい、 さ ま ざ ま なデー タ構造 （ページ等） へのア ク セ ス を簡単化する ために

pCOS によ って追加されている ものです。名前はそれぞれ、直前の辞書内に存在する辞

書キーであ る必要があ り ます。 フルパスは、 初期辞書 （Trailer か擬似オブジェ ク ト の

いずれかが可能です） か ら ターゲ ッ ト オブジェ ク ト への辞書キーの連な り を記述し ま

す。

> 配列または辞書を指定するパス またはパス構成要素は、添字を含むこ と が可能です。添

字は、 角括弧に囲んだ 10 進形式で指定する必要があ り ます。 ネス ト された配列または

辞書は、 複数の添字項目で指定する こ と ができ ます。 配列または辞書の先頭項目の添

字は 0 です。

> 辞書を指定するパス またはパス構成要素は、 添字に加えて接尾辞 .key ・ .val のいずれか

を含むこ と が可能です。 これを用いる と それぞれ、 添字で指定された辞書項目の辞書

キー と、 それに対応する値を取得する こ と ができ ます。 辞書へのパスが添字を含んで

いる場合には、 その後にこれらの接尾辞のいずれかを付ける必要があ り ます。

pCOS パスのエン コーデ ィ ング 多 く の場合、 pCOS パスは ASCII キ ャ ラ ク タだけを含み

ます。 しかし場合によ っては （PDFlib ブロ ッ ク名など）、 非 ASCII キ ャ ラ ク タが必要にな

る場合も あ り ます。 pCOS パスは、 以下の規則に従って符号化する必要があ り ます ：

> パス構成要素がキ ャ ラ ク タ / [ ] # のいずれかを含む場合には、これらは数値記号 # の後

に 2 桁の 16 進数の ASCII コード を付けて表現する必要があ り ます。

> Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングでは、 パスは Unicode 文字列から成 り ます。 これは

ASCII ・ 非 ASCII キ ャ ラ ク タ を含むこ と ができ ます。

> Unicode 非対応言語バイ ンデ ィ ングでは、パスは UTF-8 で与え る必要があ り ます。文字

列は BOM を含んでも含まな く て も よいですが、いずれにせよ違いは生じ ません。COM

はパスの先頭に入れる こ と も でき ますし、 各パス構成要素の先頭に （すなわちス ラ ッ
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シ ュ キ ャ ラ ク タの後に） 入れる こ と も でき ます。 EBCDIC システム上では、 パスは通

常、 ebcdic エン コーデ ィ ングで与え る必要があ り ます。 ASCII 文字集合外のキ ャ ラ ク タ

は、 EBCDIC-UTF-8 （BOM はあって も な く て も よい） と し て与える必要があ り ます。
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4.2 パス接頭辞
接頭辞を用いる と、 オブジェ ク ト のさ まざまな属性を ク エ リ する こ と ができ ます。 表 4.1

に、 使え るすべての接頭辞を挙げます。

length 接頭辞 と、 添字を通じ て内容をなめる こ と は、 プレーン PDF オブジェ ク ト と、

配列型の擬似オブジェ ク ト でのみ利用可能であ り 、辞書型の擬似オブジェ ク ト では利用で

き ません。 pcosid 接頭辞は擬似オブジェ ク ト には適用でき ません。 type 接頭辞は、 すべて

の擬似オブジェ ク ト に対し て適用でき ます。

表 4.1 pCOS パス接頭辞一覧

接頭辞 説明

length （数値） オブジ ェ ク ト の子の数。 オブジ ェ ク ト の型によ って異な り ます ：

array 配列内の要素の数

dict 辞書内のキー / 値対の数

stream ス ト リーム辞書内のキー / 値対の数 （ス ト リーム長ではあ り ません。 ス ト リームデータ

の長さ をバイ ト 単位で知るには Length キーを用います）

fstream stream と同じ

other 0

pcosid （数値） 辞書型または配列型のオブジ ェ ク ト に対する一意な pCOS ID。

パスが、 PDF 内に存在し ないオブジ ェ ク ト を記述し ている場合には、 結果は -1 にな り ます。 これ

を利用し て、 オブジ ェ ク ト の有無をチ ェ ッ クする こ とができます。 それが存在し ていれば同時に

ID が得られます。

type （数値か文字列） オブジ ェ ク ト の型を数値または文字列で表し たもの。

0, null ヌルオブジ ェ ク ト 、 またはオブジ ェ ク ト が存在し ない （オブジ ェ ク ト の有無チ ェ ッ クに

使用）。 pCOS イ ン タ フ ェース 9 ： このパスの中で指定されたオブジ ェ ク ト へのアクセス

を試みている 中に PDF 文法エラーに遭遇し た場合にも この値が返されます。

1, boolean 論理値オブジ ェ ク ト

2, number 整数または浮動小数点数

3, name 名前オブジ ェ ク ト

4, string 文字列オブジ ェ ク ト

5, array 配列オブジ ェ ク ト

6, dict 辞書オブジ ェ ク ト （ただ し ス ト リームでない）

7, stream 対応フ ィ ルタのみを用いているス ト リームオブジ ェ ク ト

8, fstream 1 個ないし複数の非対応フ ィ ルタ を用いているス ト リームオブジ ェ ク ト

C ・ C++ 開発者の便宜のため、 これらのオブジ ェ ク ト 型の enum が利用可能です （pcos_ot_null な

ど）。
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4.3 普遍擬似オブジ ェ ク ト
普遍擬似オブジェ ク ト は、 どの pcosmode レベルの場合にも、 すなわち暗号化と パス ワー

ド入手可能性によ らず利用可能です。 表 4.2 ・ 表 4.3 ・ 表 4.4 に、 すべての普遍擬似オブ

ジェ ク ト を挙げます。

4.3.1 一般文書情報

表 4.2 一般文書情報のための普遍擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

encrypt （辞書） 文書の暗号化ステータ スを記述し たキー群を持つ辞書 ：

length （数値） フ ァ イル暗号化鍵の長さ をビ ッ ト 単位で

algorithm （数値）

description（文字列） pCOS 暗号化アルゴ リズム番号または説明 ：

-1 未知の暗号化

0 暗号化な し

1 40 ビ ッ ト RC4 （Acrobat 2 ～ 4）

2 128 ビ ッ ト RC4 （Acrobat 5）

3 128 ビ ッ ト RC4 （Acrobat 6）

4 128 ビ ッ ト AES （Acrobat 7）

5 128 ビ ッ ト RC4 に公開鍵 （Acrobat 5）

6 128 ビ ッ ト AES に公開鍵 （Acrobat 7）

7 Adobe Policy Server （Acrobat 7）1

8 Adobe Digital Editions （EBX） 1

9 256 ビ ッ ト AES （Acrobat 9）

10 256 ビ ッ ト AES に公開鍵 （Acrobat 9）

11 256 ビ ッ ト AES （Acrobat X/XI/DC）

12 （pCOS イ ン タ フ ェース 11） 128 ビ ッ ト RC4 に公開鍵 （Acrobat 6）

master （論理値） その文書がパスワー ド保護されてお り、 かつ、 セキュ リ テ ィ 設定 （権限、

ユーザーまたはマス ターパスワー ド） を変更するためにマス ターパスワー ド を必要と し

ているなら true、 そ う でないなら false
user （論理値） その文書がパスワー ド保護されてお り、 かつ、 開 く ためのユーザーパスワー

ド を必要と し ているなら true、 そ う でないなら false
attachment

（論理値） その文書で添付を抽出するためにパスワー ドが必要ならば （しかし開 く ため

には必要でないなら） true、 そ う でないなら false
noaccessible ・ noannots ・ noassemble ・ nocopy ・ noforms ・ nohiresprint ・ nomodify ・ noprint

（論理値） それぞれアクセス制限が設定されているなら true、 そ う でないなら false。
完全 pCOS モー ド ではすべての値が false。 pCOS 小モー ド ではすべての値が true。

（pCOS イ ン タ フ ェース 11） 証明書セキュ リ テ ィ ： これらの値は、 その文書を開 く ため

に与えられている受信者デジ タル ID と、 それと同じグループに属し ている他のすべて

の受信者にあてはま り ます。
plainmetadata

（論理値） その文書が、 パスワー ド セキュ リ テ ィ か証明書セキュ リ テ ィ を用いて暗号化

されているが、 暗号化されていない メ タデータ を含んでいるなら true、 そ う でないな

ら false

recipients （文字列の配列。 pCOS イ ン タ フ ェース 11） 各文字列は、 同一の権限を有する 1 人ない

し複数の受信者のグループ 1 個に対する暗号化鍵を有する CMS オブジ ェ ク ト を内容と

し ます。 length:encrypt/recipients が 0 以外の場合、 その文書は、 証明書セキュ リ

テ ィ を用いて暗号化されてお り （アルゴ リズム 5 ・ 6 ・ 10 ・ 12 のいずれか）、 限定または

完全 pCOS モー ド で開 く ためには、 然るべきデジ タル ID を必要と し ます。 各 CMS オブ

ジ ェ ク ト が 1 人ないし複数の受信者を内容と し て持っている可能性があ り ますので、 配

列長が受信者の総数を示すとは限り ません。
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filename （文字列） PDF フ ァ イルの名前

filesize （数値） PDF フ ァ イルのサイズをバイ ト 単位で

linearized （論理値） PDF 文書が線形化されているなら true、 そ う でないなら false

pcosmode
pcosmode-
name

（数値か文字列） pCOS モー ド を数値または文字列で ：

0 ・ minimum ： 小

1 ・ restricted ： 限定

2 ・ full ： 完全

revisions （数値。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） その PDF に含まれている文書リ ビジ ョ ンの数。 こ こで各リ ビ

ジ ョ ンは、 増分的な 1 個の PDF 更新セク シ ョ ンによ って記述されています。 1 個の文書が複数の

署名を含んでいる場合には、 各署名は個々の更新セク シ ョ ン内で適用されていますが、 1 個の更新

セクシ ョ ンが、 注釈の追加 ・ 削除やフ ォームフ ィ ールドの記入等、 他の諸変更を含んでいる場合

もあ り ます。 初の署名は、 必ずし も増分的な PDF 更新を追加する とは限り ません。

shrug （論理値。 TET ・ PDFlib+PDI ・ PPS ・ PLOP ・ PLOP DS 製品でのみ） PDF 文書を開 く 際にセキュ リ

テ ィ 設定が無視された場合にのみ true。 文書作成者の意思を尊重するのはク ラ イアン ト 側の責務

です。 以下の諸条件が真であればこの値は true にな り ます ：

> shrug オプシ ョ ンでシュ ラ ッ グモー ドが有効にされている。

> パスワー ド セキュ リ テ ィ ： その文書がマス ターパスワー ド を持っているが、 それが与えられてお

らず、 かつ、 ユーザーパスワー ド （その文書に対し て必要な場合） が与えられている。

> （pCOS イ ン タ フ ェース 11） 証明書セキュ リ テ ィ ： その文書を開 く ための、 然るべき受信者デジ タ

ル ID が与えられているが、 その文書がこの ID に対し てマス ター権限を設定し ていない。

> TET 製品のみ ： 文書の権限設定で内容抽出が許されていない。

1. このアルゴ リズムで暗号化された文書の識別はできますが、 実際の復号には対応し ていません。

表 4.2 一般文書情報のための普遍擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明
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4.3.2 PDF バージ ョ ン情報

pCOS 最小モード （すなわち、 暗号化されたフ ァ イルに対し て必要なユーザーパス ワード

が与え られない） では、 この拡張レベルはバージ ョ ン情報から抜け落ちている可能性があ

り ます （た と えば 1.7ext3 でな く 1.7 と報告される）。 なぜな ら拡張レベルに関する情報を

復号でき ないためです。

4.3.3 ラ イ ブ ラ リ識別

こ の項の疑似オブジェ ク ト は、 有効な ド キ ュ メ ン ト ハン ド ルを必要と し ません。

表 4.3 PDF バージ ョ ン情報のための普遍擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

extension-
level

（数値） ISO 32000 に基づ く Adobe 拡張レベル、 あるいは拡張レベルが存在し ない場合には 0 （ゼ

ロ）。 Acrobat 9 は拡張レベル 3 の文書を生成し ます。 Acrobat X/XI/DC は拡張レベル 8 を生成し ま

す。

fullpdf-
version

（数値） PDF バージ ョ ン番号の数値を、 100× ベースバージョン × 拡張レベルとして表したもの。

例 ：

150  PDF 1.5 （Acrobat 6）

160  PDF 1.6 （Acrobat 7）

170  PDF 1.7 （Acrobat 8） ＝ ISO 32000-1

173  PDF 1.7 Adobe 拡張レベル 3 （Acrobat 9）

178 PDF 1.7 Adobe 拡張レベル 8 （Acrobat X/XI/DC）

200 PDF 2.0 ＝ ISO 32000-2

pdfversion （数値） PDF バージ ョ ン番号に 10 をかけたもの。 例 ： PDF 1.7 なら 17

pdfversion-
string

（文字列） PDF 出力互換性を設定するためにさ まざまな API 関数が受け付ける形の完全 PDF バー

ジ ョ ン文字列。 例 ： 1.5 ・ 1.6 ・ 1.7 ・ 1.7ext3 ・ 1.7ext8・2.0

表 4.4 ラ イ ブ ラ リ識別のための普遍擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

major
minor
revision

（数値） それぞれラ イブ ラ リのメ ジ ャー ・ マイナー ・ リ ビジ ョ ン番号。

pcosinterface （数値） 基礎 pCOS 実装のイ ン タ フ ェースバージ ョ ン番号。 特定の製品バージ ョ ンにどのバージ ョ

ンの pCOS イ ン タ フ ェースが実装されているかを知るには、 6 ページの 1.3 「pCOS イ ン タ フ ェース

の有無」 を参照し て く だ さい。

version （文字列） <メ ジャー >.<マイナー >.<リ ビジ ョ ン>の形式の完全ラ イブ ラ リバージ ョ ン文字列に、 も

のによ ってはbeta ・ rcといった修飾子が後に付いたもの
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4.4 PDF 規格識別のための擬似オブジ ェ ク ト
表 4.5 に、 PDF 規格識別のための擬似オブジェ ク ト を挙げます。 これらの擬似オブジェ ク

ト の値は、 文書内のそれぞれの規格識別項目に基づいて生成されています。 これらは、 規

格に対する妥当性の検証は一切行いません。

表 4.5 PDF 規格識別のための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

pdfa （文字列） PDF/A （ISO 19005） 準拠レベル。 と り う る値 ：

none

PDF/A-1a:2005 ・ PDF/A-1b:2005

PDF/A-2a ・ PDF/A-2b ・ PDF/A-2u

PDF/A-3a ・ PDF/A-3b ・ PDF/A-3u

PDF/A-4 ・ PDF/A-4f ・ PDF/A-4e （pCOS イ ン タ フ ェース 12）

pdfe （文字列。 pCOS イ ン タ フ ェース 5） 文書の PDF/E （ISO 24517-1 ・ 24517-2） 準拠レベル。 と り う

る値 ：

none

PDF/E-1

pdfua （文字列） PDF/UA （ISO 14289） 準拠レベル。 と り う る値 ：

none

PDF/UA-1

PDF/UA-2 （pCOS イ ン タ フ ェース 12）

pdfvcr （文字列。 pCOS イ ン タ フ ェース 12） PDF/VCR （ISO 16613-1） 準拠レベル。 と り う る値 ：

PDF/VCR-1

PDF/VCR-2

pdfvt （文字列） PDF/VT （ISO 16612-2） 準拠レベル。 と り う る値 ：

none

PDF/VT-1

PDF/VT-2

pdfx （文字列） 文書の PDF/X （ISO 15930-1 など） 準拠レベル。 と り う る値 ：

none

PDF/X-1:2001 ・ PDF/X-1a:2001 ・ PDF/X-1a:2003

PDF/X-2:2003

PDF/X-3:2002 ・ PDF/X-3:2003

PDF/X-4 ・ PDF/X-4p

PDF/X-5g ・ PDF/X-5n ・ PDF/X-5pg

PDF/X-6, PDF/X-6n, PDF/X-6p （pCOS イ ン タ フ ェース 12）
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4.5 ページのための擬似オブジ ェ ク ト
表 4.6 に、 ページ情報のための擬似オブジェ ク ト を挙げます。

表 4.6 ページのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

pages （辞書の配列） 各配列要素が、 文書のページを指定。 これをページ番号 -1 の 10 進表現で番号指定

する と、 そのページを指定できます （先頭ページの番号が 0）。 length 接頭辞を用いる と、 文書内

のページの数を知る こ とができます。 この方法で指定し たページオブジ ェ ク ト は、 /Pages ツ リー

を通じ て継承されるすべての属性を取り入れます。 /MediaBox ・ /Rotate 項目は存在する こ とが保

証されています。 各ページに対し、 標準 PDF 辞書項目のほか、 以下の擬似項目も利用可能です ：

colorspaces ・ extgstates ・ fonts ・ images ・ patterns ・ properties ・ shadings ・ templates
（辞書の配列） 表 4.10 に従ったページ リ ソース群。

annots （辞書の配列） pCOS ではこの annots 配列内の辞書に対し て、 Annots 配列内の標準 PDF

キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：
destpage （数値。 Subtype=Link、 かつ Dest 項目か GoTo ア クシ ョ ンが存在する場合の

み） ターゲッ ト ページの番号 （先頭ページが 1）

blocks （辞書の辞書、 または辞書の配列） pages[]/PieceInfo/PDFlib/Private/Blocks、 すなわ

ち、 PDFlib Personalization Server （PPS） で用いるためのそのページのブロ ッ ク群のリ

ス ト 。 pCOS ではこの blocks 配列内の辞書に対し て、 既存 PDF キーのほか、 以下の擬

似キーも用いる こ とができます ：
rect （矩形） Rect と同様ですが、 ただ し関連する CropBox/MediaBox ・ Rotate 項

目を考慮に入れ、 また、 座標順序を正規化し ます。

blocks 擬似オブジ ェ ク ト 内の個別のブロ ッ ク を、 数値で指定する こ と もできますし、

その名前から指定する こ と もできます。 た と えば、 ブロ ッ ク 5 （ブロ ッ ク添字は 0 ベー

スである こ とに留意） の名前が zipcode だ とすれば、 それを pages[...]/blocks[5] で

も pages[...]/blocks/zipcode でも指定できます。

height （数値） ページの高さ をポイ ン ト 単位で表し たもの。 MediaBox または CropBox （存在す

れば） を用いて高さが決定されます。 Rotate 項目も適用されます。

fields （辞書の配列。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） そのページ上のフ ォームフ ィ ールド群に対する

辞書群を持った配列。 グローバルな fields[] 配列に対するのと同じ擬似辞書キー群を

使う こ とができます （31 ページの表 4.7 参照）。 署名フ ィ ールド に対し ては、

signaturefields[] 配列に対するのと同じ擬似辞書キー群も使う こ とができます （33

ページの表 4.8 参照）。

isempty （論理値） ページが空なら true
label （文字列） ページのページラベル （接頭辞があればそれも含む）。 ラベルは Acrobat と同

様に表示されます。 ラベルが存在し ないと きは （またはページの PageLabel 辞書が破損

し ている と きは）、 この文字列の内容は 10 進ページ番号にな り ます。 ローマ数字は

Acrobat ス タ イル （VL など） で生成され、 それとは異なる古典的ス タ イル （XLV など）

では生成されません。 /Root/PageLabels が存在し ない場合には、 その文書はページ ラ

ベルを一切含んでいません。

usespagetransparency1

（論理値） ページ内容が透過要素を含んでいるなら true、 そ う でないなら false。

usesanytransparency1

（論理値） ページ内容かページ上の注釈が透過要素を含んでいるなら true、 そ う でない

なら false。
width （数値） ページの幅をポイ ン ト 単位で表し たもの （height と同じ規則）

右記の項目は継承されます ： CropBox ・ MediaBox ・ Resources ・ Rotate。

1. これらのチ ェ ッ クは、 そのページのリ ソース （フ ォーム XObject ・ 画像等） 内で見つかった透過を、 これらのリ ソースが可
視のページ内容を生成し ているために実際に用いられているかど う かにかかわらずレポー ト し ます。透過は PDF/VT 規格と同
じ に定義されます。
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4.6 PDF オブジ ェ ク ト ・ イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のた
めの擬似オブジ ェ ク ト
表 4.6 に、 PDF オブジェ ク ト を取得する ために用いる こ と ができ る、 またはさ まざまな イ

ン タ ラ ク テ ィ ブ要素へのシ ョ ー ト カ ッ ト と し て機能する擬似オブジェ ク ト を挙げます。

表 4.7 PDF オブジ ェ ク ト と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

articles （辞書の配列） 文書に対するアーテ ィ クルスレ ッ ド辞書群を内容とする配列。 文書がアーテ ィ クル

スレ ッ ド を一切含んでいない場合にはこの配列は要素数 0 にな り ます。 pCOS ではこの articles
配列内の辞書に対し て、 標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：

beads （辞書の配列） 標準 PDF キーのほかに以下も持つ Bead 辞書 ：

destpage （数値） ターゲ ッ ト ページの番号 （先頭ページが 1）

bookmarks （辞書の配列） 文書に対する しお り （アウ ト ラ イ ン） 辞書群を内容とする配列。 pCOS ではこの

bookmarks 配列内の辞書に対し て、 標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができま

す ：

destpage （数値。 Dest 項目か GoTo ア クシ ョ ンが存在する場合のみ） しお りが同一文書内のペー

ジを指し ている移動先か GoTo アクシ ョ ンを含んでいる場合にはそのターゲッ ト ページ

の番号 （先頭ページが 1）、 そ う でないなら -1。

level （数値） しお り階層構造内の字下げレベル

destpage （数値。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） その文書が開かれた時に表示される ターゲ ッ ト ページの番号

（先頭ページが 1）。 この値は、 その文書の open ア クシ ョ ンか移動先が存在する場合にはそこから

取られ、 そ う でないなら 1 と な り ます。

fields （辞書の配列） 文書に対する フ ォームフ ィ ールド辞書群を内容とする配列。 pCOS ではこの fields
配列内の辞書に対し て、 フ ィ ールド辞書内の標準 PDF キーと、 紐付けられた Widget 注釈辞書内の

項目のほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：

exportvalue1（文字列。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） そのフ ィ ールドの書き出し値

fullname （文字列） そのフ ォームフ ィ ールドの完全名。 無名のフ ィ ールド に対し てはその親

フ ィ ールドの名前が用いられます。 同一レベルに複数の無名の兄弟がある場合には、 こ

の名前には接尾辞 #N が付加されます。 こ こ で N は 0 で始まる連続する整数です。

level （数値） フ ィ ールド階層構造内のレベル （「.」 を区切り文字と し て決定されます）

parent （数値。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） そのフ ィ ールドの親ノ ー ドの fields[] 配列内におけ

る添字。 そのフ ィ ールドが親フ ィ ールド を持たない場合、 この値は -1 と な り ます。

type （文字列。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） フ ィ ールド種別 ： barcode ・ container （フ ォームツ

リー内において、 それ自身はフ ィ ールド を表さず、 ラジオボタ ン以外の他のフ ィ ールド

群のためのコ ンテナと し てのみ働 く ノ ー ド） ・ checkbox ・ combobox ・ listbox ・

pushbutton ・ radiobutton ・ radiogroup （ラジオボタ ン群のためのコ ンテナ） ・

signature ・ textfield

value1 （さ まざまな型。 pCOS イ ン タ フ ェ ース 9） フ ィ ールド値 （V キーから、 あるいはラジオ

ボタ ン ・ チ ェ ッ クボ ッ クスの場合には Opt 配列から取得される）

visible （論理値。 pCOS イ ン タ フ ェ ース 9） そのフ ィ ールドが可視なら true。
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names （辞書） 各項目が 1 個の名前ツ リーへのシンプルなアクセスを提供する辞書。 右記の名前ツ リーを

用いる こ とができます ： AP ・ AlternatePresentations ・ Dests ・ EmbeddedFiles ・ IDS ・

JavaScript ・ Pages ・ Renditions ・ Templates ・ URLS。

各名前ツ リーは、 その名前をキーと し て、 それに対応する値を取得するために用いる こ とによ っ

てア クセスする こ とができます。 例 ：

names/Dests[0].key で移動先の名前を取得

names/Dests[0].val でそれに対応する移動先辞書を取得

Dests 名前ツ リー内の辞書に対し ては、 標準 PDF 辞書項目のほか、 以下の擬似キーも用いる こ と

ができます ：

destpage （数値） 移動先が同一文書内のページを指し ている場合にはそのターゲ ッ ト ページの番

号 （先頭ページが 1）、 そ う でないなら -1。

他の名前ツ リー項目を取得するためには、 それらは名前ツ リー擬似オブジ ェ ク ト 内には存在し て

いませんので、 /Root/Names/Dests などを通じ て直接クエ リする必要があ り ます。

objects （配列） それまでに pcosid 接頭辞を用いて pCOS ID が取得されている要素を指定し ます。 この ID

を 10 進形式で配列添字と し て与える必要があ り ます。 結果と し て、 与えた ID を持つ PDF オブ

ジ ェ ク ト が指定されます。 この配列では length 接頭辞を用いる こ とはできません。

tagged （論理値） PDF 文書がタグ付きなら true、 そ う でないなら false

1. この擬似オブジ ェ ク ト は必ず得られるわけではあ り ません。その存在を、type 接頭辞を用いてチ ェ ッ クする必要があ り ます。

表 4.7 PDF オブジ ェ ク ト と イ ン タ ラ ク テ ィ ブ要素のための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明
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4.7 署名のための擬似オブジ ェ ク ト
表 4.8 に、 署名関連情報を取得するために用いる こ と のでき る擬似オブジェ ク ト を挙げま

す。

表 4.8 署名のための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

signaturefields （辞書の配列。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） その文書の中のすべての署名済と未署名の署名を内容と

する配列。 この配列は、 すべての署名済フ ィ ールド をその署名順に、 次いですべての未署名

フ ィ ールド を内容と し ます。 この署名フ ィ ールドの照応する fields[ ] 擬似オブジ ェ ク ト 内の項

目の中の項目群に加えて、 pCOS では、 この配列の中の辞書群に対し て以下の擬似キーを使えま

す ：

cades （論理値） このフ ィ ールドが署名済で、 かつ、 CAdES 署名を内容と し ている場合には

true、 そ う でないなら false
field （整数） fields[] 配列内の照応する フ ォームフ ィ ールドの添字

fillablefields
（論理値。 sigtype=certification の場合のみ） その認証署名がフ ォームフ ィ ールド群

を保護し ているなら true、 そ う でないなら false

permissions （文字列。 sigtype=certification の場合のみ） 認証署名を無効とせずに許される文書

変更 ： nochanges ・ formfilling ・ formsandannotations
preventchanges

（論理値。 sigtype=certification の場合のみ） その認証署名が Acrobat に対し て、 使用

される と その署名が無効と なるユーザーイ ン タ フ ェース要素群を隠すよ う指示し ている

ならば true
sigtype （文字列） 署名の種別 ： none （未署名フ ィ ールドの場合） ・ approval ・ certification ・

doctimestamp のいずれか

usagerights （論理値。 pCOS イ ン タ フ ェース 9） その文書が、 署名済の使用権限を内容と し ているなら true。
このよ う な文書は、 Reader 拡張機能が有効な （Reader-enabled） 文書と し ても知られています。
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4.8 ICC プロ フ ァ イルのための擬似オブジ ェ ク ト
表 4.9 に、埋め込まれているか参照されている ICC プロ フ ァ イルのための擬似オブジェ ク

ト を挙げます ：

表 4.9 埋め込まれている、 および参照されている ICC プロ フ ァ イルのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク

ト 名 説明

iccprofiles （辞書の配列。 pCOS イ ン タ フ ェース 10） 文書内のすべての埋め込まれているか参照されている

ICC プロ フ ァ イルを内容とする配列。 このプロ フ ァ イル群は、 出力イ ンテン ト 群 ・ 色空間群 ・ ペー

ジ透過グループ群から収集されます。 この配列への添字は、 以下の pCOS 擬似オブジ ェ ク ト を用

いて取得できます ：

colorspaces[]/iccprofileid

pages[]/colorspaces[]/iccprofileid

/Root/OutputIntents[]/DestOutputProfile/iccprofileid

/Root/OutputIntents[]/DestOutputProfileRef/iccprofileid

pCOS は、 この配列の中の辞書群に対し て、 以下のキーをサポー ト し ています ：

checksum1 （文字列） ICC 4.2 アルゴ リズムに従った、 そのプロ フ ァ イルの MD5 チ ェ ッ クサムの 16

進表現。 外部プロ フ ァ イルが出力イ ンテン ト と し て参照されている場合には、 チ ェ ッ ク

サムは PDF エン ト リ CheckSum から取られますが、 これはプレーンな MD5 ハッ シュ と

し て定義されていますので、 ICC 4.2 方式とは異な り ます。

deviceclass1,2

（文字列） そのプロ フ ァ イルのデバイス種別 ： mntr （表示デバイス） ・ prtr （出力デバイ

ス。 プ リ ン タや印刷処理など） ・ scnr （入力デバイス。 スキャナ ・ デジ タルカ メ ラな

ど） ・ spac （デバイス独立色空間への変換のため） のいずれか。

embedded （論理値） そのプロ フ ァ イルデータが PDF 内に埋め込まれているなら true、 参照されて

いるプロ フ ァ イルに対し ては false （出力イ ンテン ト プロ フ ァ イルに対し てのみ）

errormessage
（文字列） その ICC プロ フ ァ イルを解析し ている 中に例外が発生した場合はそのテキ

ス ト 。 この文字列は通常空ですが、 そのプロ フ ァ イルが破損し ている場合には値が入り

ます。

fromCIE1,2 （論理値） BtoA1 タグがそのプロ フ ァ イルの中に存在し ているなら true。 このタグは、

色空間または出力イ ンテン ト のために用いられるプロ フ ァ イルの中には存在し ている必

要があ り ます。

iccversion1 （文字列） 内部プロ フ ァ イルバージ ョ ン番号を文字列と し て。 例 ： 4.2

profilecs1 （文字列） そのプロ フ ァ イルの内部色空間 ： »GRAY« ・ »RGB « ・ »CMYK« ・ »Lab « のいずれ

か。 末尾の空白キャ ラ ク タは除去されないこ とに留意し て く だ さい。 参照 PDF/X-5n 出

力イ ンテン ト プロ フ ァ イルの場合には、 値 »xCLR« が返されます。 こ こ で x は、 イ ンキ

の数を 16 進で表し たものです。
profilename

（文字列） そのプロ フ ァ イルの内部名

toCIE1,2 （論理値） AtoB1 タグがそのプロ フ ァ イルの中に存在し ているなら true。 このタグは、

透過グループのために用いられるプロ フ ァ イルの中には存在し ている必要があ り ます。

印刷校正 （シ ミ ュ レー ト された出力デバイス） のための出力イ ンテン ト のために用いら

れるプロ フ ァ イルの中に存在する こ と もできます。

1. errormessage が空のと きにのみ利用可能です。

2. 埋め込まれているプロ フ ァ イルに対し てのみ利用可能です。
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4.9 PDF リ ソースのための擬似オブジ ェ ク ト
PDF リ ソースは、ページの内容を完全に記述するために必要な さ まざまな種類のデータ を

管理する ためのキーコ ンセプ ト です。PDF 内の リ ソースのコ ンセプ ト は非常に強力で効果

的な ものですが、再帰や継承 と いった さ まざまな技術的なコ ンセプ ト でア ク セスが複雑に

なっています。 pCOS では、 リ ソースの取得を大幅にシンプルな ものにし て、 リ ソース を

直接ク エ リ する ために利用でき る い く つかのグループの擬似オブジ ェ ク ト を提供し てい

ます。 これらの擬似 リ ソース辞書のい く つかは、 標準 PDF キーのほかに、 リ ソース情報

の取得を さ らにシンプルにする ための項目も含んでいます。 pCOS 擬似 リ ソースは、 ユー

ザーの視点から見た リ ソース を反映し てお り 、 ネイ テ ィ ブな PDF リ ソース と は異なって

います ：

> い く つかの項目が追加された り （イ ン ラ イ ン画像や、 シンプルな色空間など）、 削除さ

れた り （どのページでも使われていないフ ォ ン ト など） し ている場合があ り ます。

> pCOS リ ソース辞書は、オ リ ジナルの PDF 辞書キーのほかに、さ ら なる情報のためのい

く つかのユーザーフ レ ン ド リ ーなキーも含んでいる場合があ り ます （フ ォ ン ト の埋め

込みステータ スや、 色空間の構成要素数など）。

pCOS では、 リ ソース取得のための 2 個のグループの擬似オブジェ ク ト を用いる こ と がで

き ます。 グ ローバル リ ソース配列は、PDF 文書内の特定の種類の リ ソースすべてを内容 と

し、 一方、 ページベース リ ソースは、 特定のページで使われている リ ソースだけを内容 と

し ます。 おのおのの擬似配列は、 表 4.10 に挙げる リ ソースの種類すべてに対し て利用可

能です ：

> 文書内の全 リ ソースの リ ス ト は、 グ ローバル リ ソース配列 （images[ ] など） 内で得ら

れます。グ ローバル リ ソース擬似配列の う ちのいずれかの要素数を取得する と、全ペー

ジに対する リ ソース スキ ャ ンが行われます。

> 各ページ上の リ ソースの リ ス ト は、 ページベース リ ソース配列 （pages[ ]/images[ ] な

ど） 内で得られます。ページの リ ソース擬似配列のいずれかの要素数を取得する と、そ

のページに対する リ ソース ス キ ャ ンが行われます （そのページ上で実際に使われてい

る リ ソースすべてを収集するために、および、そのページ上の画像を連結する ために）。
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表 4.10 リ ソースのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧。 各リ ソースカテゴ リ P は 2 個のリ ソース配列 P[ ] と pages[ ]/
P[ ] を生成し ます。

オブジ ェ ク

ト 名 説明

colorspaces （辞書の配列。 ただ し name=ICCBased の場合には型は stream。 リ ソース と し てのデバイス固有色空

間とい う まれな場合には型は name） ページ上の、 または文書内のすべての色空間に対する辞書ま

たはス ト リームを内容とする配列。 色空間リ ソース群は、 ネイテ ィ ブ PDF リ ソースを必要と し な

い色空間 （すなわち DeviceGray ・ DeviceRGB ・ DeviceCMYK） を含め、 任意の種類のオブジ ェ ク ト か

ら参照されるすべての色空間を含んでいます。 色空間辞書 （色空間が PDF 内の辞書によ って表さ

れている場合） ・ ICC プロ フ ァ イルス ト リーム辞書内の標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用

いる こ とができます ：

alternateid （整数。 name=Separation ・ DeviceN の場合のみ） colorspaces[] 擬似オブジ ェ ク ト 内の

基礎代替色空間の添字。

baseid （整数。 name=Indexed ・ Pattern の場合のみ） colorspaces[] 擬似オブジ ェ ク ト 内の基礎

基調色空間の添字。
colorantname

（名前。 name=Separation の場合のみ） スポ ッ ト カ ラーの名前。 非 ASCII 日中韓色名は

Unicode へ変換されます。
colorantnames

（名前の配列。 name=DeviceN の場合のみ） スポ ッ ト カ ラー群の名前群

components
（整数） 色空間の構成要素の数

iccprofileid （整数。 pCOS イ ン タ フ ェ ース 10。 name=ICCBased の場合のみ） 照応する ICC プロ フ ァ

イルの、 iccprofiles[] 擬似オブジ ェ ク ト 内の添字。

name （文字列） 色空間の名前 ： CalGray ・ CalRGB ・ DeviceCMYK ・ DeviceGray ・ DeviceN ・

DeviceRGB ・ ICCBased ・ Indexed ・ Lab ・ Pattern ・ Separation

csarray （配列。 name=DeviceGray/RGB/CMYK の場合は不可） 基礎ネイテ ィ ブ色空間、 すなわち

PDF 内のネイテ ィ ブ色空間オブジ ェ ク ト を記述し た配列。 この擬似オブジ ェ ク ト は、

PDF 色空間を一切持たない JPX 圧縮された画像に対し ては利用できません。

extgstates （辞書の配列） ページ上の、 または文書内のすべての拡張グラ フ ィ ッ クステー ト （ExtGState） に対

する辞書を内容とする配列。
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fonts （辞書の配列） ページ上の、 または文書内のすべてのフ ォ ン ト に対する辞書を内容とする配列。

フ ォ ン ト 辞書内の標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：

ascender （float） フ ォ ン ト のアセンダ。 得られるかど うかによ って、 この値は PDF 内の

FontDescriptor 辞書から採られるか、 あるいは推算値にな り ます。 この値は、 フ ォ ン ト

サイズに対する比の 1000 倍で表現されます。 すなわち 1000 単位がフ ォ ン ト サイズに

ち ょ う ど等し く な り ます。

TET 製品 ： フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク値の決定にあたっては、 PDF 内の辞書値群のほかに、 埋

め込まれている フ ォ ン ト と、 Mac または Windows システムにイ ンス ト ールされている

フ ォ ン ト も分析されます。 フ ォ ン ト 分析の結果は、 この特定フ ォ ン ト 内のグ リ フで

TET_get_char_info( ) を呼び出し た後にのみ利用可能です。 言い換えれば、 TET_get_

char_info( ) が返すフ ォ ン ト ID は安全に使えますが、 fonts[] 配列内の全フ ォ ン ト を

なめた場合には必ずし も、 埋め込まれている フ ォ ン ト データ内のメ ト リ ッ ク値が得られ

る とは限らず、 PDF フ ォ ン ト 記述子内の不正確かも しれない値を得る場合があ り ます。

capheight （float） フ ォ ン ト のキャ ッ プハイ ト 。 ascender 参照

italicangle （float） フ ォ ン ト のイ タ リ ッ ク （斜形化） 角度を度単位で表し たもの

name （文字列） フ ォ ン ト の PDF 名に、 サブセ ッ ト 接頭辞を一切付けないもの。 非 ASCII 日中

韓フ ォ ン ト 名は Unicode へ変換されます。

descender （float） フ ォ ン ト のデ ィ センダ。 ascender 参照

embedded （論理値） フ ォ ン ト の埋め込みステータ ス

fullname （文字列） フ ォ ン ト の PDF 名に、 も しあればサブセ ッ ト 接頭辞を含めたもの。 非 ASCII

日中韓フ ォ ン ト 名は Unicode へ変換されます。

type （文字列） フ ォ ン ト 種別 ： (unknown) ・ Composite ・ Multiple Master ・ OpenType ・

TrueType ・ TrueType (CID) ・ Type 1 ・ Type 1 (CID) ・ Type 1 CFF ・ Type 1 CFF (CID) ・

Type 3
vertical （論理値） 縦書き用フ ォ ン ト なら true、 そ う でないなら false

weight （float） 範囲 0 ～ 900 のフ ォ ン ト ウ ェ イ ト ： 0= 何の情報も得られない、 400=normal、

700=bold

xheight （float） フ ォ ン ト の x ハイ ト 。 ascender 参照

表 4.10 リ ソースのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧。 各リ ソースカテゴ リ P は 2 個のリ ソース配列 P[ ] と pages[ ]/
P[ ] を生成し ます。

オブジ ェ ク

ト 名 説明
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images （ス ト リームの配列） ページ上の、 または文書内のすべての画像に対する辞書を内容とする配列。

TET 製品では、 連結済 （擬似） 画像も この images[ ] 配列に追加されます。

標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：

bpc （整数） 構成要素あた り ビ ッ ト の数。 この項目は、 PDF キー BitsPerComponent と通常同

じ ですが、 ただ し これとは異な り、 つねに得られる こ とが保証されています （特に、 画

像マスクはこのキーを内容と し て持っていない可能性があ り ます）。 JPX 圧縮画像に対

し ては、 この bpc 値はその圧縮データから導かれますので、 PDF 画像辞書内で許される

値の集合 （すなわち 1/2/4/8/16） の外の値を返す場合があ り ます。
colorspaceid

（整数） 画像の色空間の、 colorspaces[] 擬似オブジ ェ ク ト 内における添字。 これを用

いて、 具体的な色空間特性群を取得する こ とができます。 JPX 圧縮画像に対し て PDF

色空間が存在し ていない場合には、 その内部 JPEG 2000 色空間が返されます。 この返

される色空間は、 JPX 画像に対し ては ICC プロ フ ァ イルが無視されますので、 不正確な

場合があ り ます。 内部 JPEG 2000 色空間は、 Lab/DeviceGray/RGB/CMYK のいずれか 1

つへマ ッ プ されます。

filterinfo （辞書） 非対応フ ィ ルタ を持つス ト リームの場合の、 または keepfilter オプシ ョ ンを

true に設定し てス ト リームデータ を取得し た と きの残余フ ィ ルタ を記述し ます。 その

よ う なフ ィ ルタが一切ないと きは、 filterinfo 辞書は全 く 得られません。 この辞書は

以下の項目を内容と し ます ：
name （名前） フ ィ ルタの名前

supported （論理値） 対応フ ィ ルタ なら true
decodeparms

（辞書） DecodeParms 辞書を、 フ ィ ルタ内にそれが存在する場合に

maskid （整数。 pCOS イ ン タ フ ェース 9。 TET でのみ使用可能） その画像が Mask か SMask 項目

を持つ場合には、 images[ ] 擬似オブジ ェ ク ト 内におけるその画像のマスクの添字、 そ

う でないなら -1。 これを用いて、 マスク画像を特定し、 そのマスクの特性群を取得す

る こ とができます。

mergetype （整数。 TET のみ） 以下の種別で画像のステータ スを記述し ます ：

0 （通常） 画像は PDF 内の画像に対応し ています。

1 （擬似） 画像は、 複数の消費済画像 （すなわち mergetype=2 の画像） を連結

し て 1 個の画像にし た結果です。 これでできる擬似画像は、 PDF データ内に

オブジ ェ ク ト と し ては存在し ません。
2 （消費済） 画像は、 連結されてよ り大きな画像にされているので、 無視され

るべきです。 画像は PDF 内に存在し ていますが、 擬似画像 （すなわち
mergetype=1 の画像） の一部分ですので、 通常は抽出されるべきではあ り ま

せん。

この項目は、 それまでに処理されたページすべてに関する情報を反映し ます。 その値

は、 文書内の他のページが処理されるにつれて変わる可能性があ り ます。 終 （定常）

情報が必要な場合は、 文書内の全ページが処理されているか、 または pCOS パス

length:images の値が取得されている必要があ り ます。

small （論理値。 pCOS interface 10。 TET でのみ利用可能） その画像が小画像フ ィ ルタによ っ

て小さいと識別されているかど うかを記述し ます。 この決定は TET のオプシ ョ ン群に

依存し ます。

stencilmask （論理値。 pCOS イ ン タ フ ェース 9。 TET でのみ使用可能） その画像のステンシルマス ク

フ ラグ。 これは、 PDF キー ImageMask が存在する場合にはそれと同じ ですが、 ただ し そ

れとは異な り、 得られる こ とが保証されています。

patterns （辞書の配列） ページ上の、 または文書内のすべてのパターンに対する辞書を内容とする配列

properties （辞書の配列） ページ上の、 または文書内のすべてのプロパテ ィ に対する辞書を内容とする配列

表 4.10 リ ソースのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧。 各リ ソースカテゴ リ P は 2 個のリ ソース配列 P[ ] と pages[ ]/
P[ ] を生成し ます。

オブジ ェ ク

ト 名 説明
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shadings （辞書の配列） ページ上の、 または文書内のすべてのシ ェーデ ィ ングに対する辞書を内容とする配

列。 シ ェ ーデ ィ ング辞書内の標準 PDF キーのほか、 以下の擬似キーも用いる こ とができます ：
colorspaceid

（整数） 基礎色空間の、 colorspaces[] 擬似オブジ ェ ク ト 内における添字。

templates （ス ト リームの配列） ページ上の、 または文書内のすべてのテンプレー ト （Form XObject） に対す

る辞書を内容とする配列

表 4.10 リ ソースのための擬似オブジ ェ ク ト 一覧。 各リ ソースカテゴ リ P は 2 個のリ ソース配列 P[ ] と pages[ ]/
P[ ] を生成し ます。

オブジ ェ ク

ト 名 説明
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4.10 保護された PDF 文書と pCOS モー ド
pCOS では、 入力と し て暗号化 ・ 非暗号化 PDF 文書の両方に対応し ています。 しかし、 暗

号化文書から完全にオブジェ ク ト を取得するには、 その文書を開 く 際に、 適切なマス ター

パス ワード かデジ タル ID を与え る必要があ り ます。 これらの資格が得られるかど う かに

応じ て、 暗号化文書は、 以下に説明する pCOS モード のいずれかで処理する こ と ができ ま

す ：

完全 pCOS モー ド （モー ド 2） 非暗号化文書は、つねに完全 pCOS モード で開かれます。

パス ワー ド セキ ュ リ テ ィ を用いて保護されている文書は、 そのフ ァ イルを開 く 際にマス

ターパス ワード が与え られれば、 一切制約な く 処理する こ と ができ ます。 オブジェ ク ト は

すべて、 暗号化されていない状態で返されます。

暗号化されていない文書が、 暗号化されている フ ァ イル添付を含んでいるにも かかわ

らず、 その添付のパス ワード が与えなかった と きは、 下記の pCOS パス （すなわち添付内

容） を取得する と、 戻 り 値は空 （C ・ C++ では NULL） にな り ます ：

pages[...]/annots[...]/FS/EF/F
names/EmbeddedFiles[...]/EF/F

（pCOS イ ン タ フ ェース 11） 証明書セキ ュ リ テ ィ を用いて保護されている文書は、 然るべ

き ID が与え られている な らば、 かつ、 その文書がこ の ID に対し てマス ター権限を設定し

ている な らば、 完全 pCOS モード で開かれます。

限定 pCOS モー ド （モー ド 1） 文書が、正しいマス ターパス ワード な しで開かれてお り 、

かつ、 ユーザーパス ワード を必要と し ない場合には （あ るいはユーザーパス ワード だけが

与え られている場合には） 、 文字列 ・ stream ・ fstream 型のオブジェ ク ト は取得でき ませ

ん。 例外 と し て、 ページ内容の抽出が許可されている場合、 すなわち nocopy=false の場合

には、 表 4.11 に挙げるオブジェ ク ト も取得可能です。

表 4.11 限定 pCOS モー ド で、 テキス ト 抽出許可すなわち nocopy=false の場合に取得可能なオブジ ェ ク ト 一覧

オブジ ェ ク ト pCOS パス

文書メ タデータ1

1. これらのオブジ ェ ク ト は plainmetadata=true の場合にも取得できます。

/Root/Metadata （XMP メ タデータ）

/Root/Lang

/Info/* （文書情報フ ィ ールド）

しお り bookmarks[...]/Title

注釈内容 pages[...]/annots[...] で始まるすべてのパス

文書レベルフ ァ イル添付 names/EmbeddedFiles[...] で始まるすべてのパス

フ ォームフ ィ ールド内容

（pCOS イ ン タ フ ェ ース 12）

以下の文字列のう ちいずれか一つで始まるすべてのパス ：

fields[...]

pages[...]/fields[...]

signaturefields[...]

ページラベル （pCOS イ ン

タ フ ェース 12）

pages[...]/label で始まるすべてのパス
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（pCOS イ ン タ フ ェース 11） 証明書セキ ュ リ テ ィ を用いて保護されている文書は、 然るべ

きデジ タル ID が与え られている な らば、 かつ、 その文書がこの ID に対し てマス ター権限

を設定し ていないな らば、 限定 pCOS モード で開かれます。

小 pCOS モー ド （モー ド 0） 暗号化ステータ ス と、 パス ワー ド が得られるかど う かに

かかわらず、 表 4.2 ・ 表 4.3 ・ 表 4.4 に挙げた普遍 pCOS 擬似オブジェ ク ト はつねに利用可

能です。 た と えば encrypt 擬似オブジェ ク ト を用いて、 文書の暗号化ステータ ス を ク エ リ

する こ と ができ ます。 暗号化されたオブジェ ク ト は、 最初 pCOS モード では取得でき ませ

ん。

（pCOS イ ン タ フ ェース 11） 証明書セキ ュ リ テ ィ を用いて保護されている文書は、 然る

べきデジ タル ID が、 すなわち、 その受信者たちの公開鍵の う ちの 1 つに照応する秘密鍵

を有するデジ タル ID が与え られていなければ、 最小 pCOS オード で開かれます。

pCOS 最小モード では、 extensionlevel ・ fullpdfversion ・ pdfversion ・ pdfversionstring 擬

似オブジェ ク ト によ って報告されるバージ ョ ン情報から ExtensionLevel が欠落し ている場

合があ り （1.7ext3 でな く 1.7 と報告される等）、 また、 拡張レベルに関する情報を復号で

き ないために、 報告されるバージ ョ ンが低すぎ る もの と なる場合があ り ます。

パスワー ド 組み合わせのま とめ 表 4.12 に、 保護された文書 と さ まざまな利用可能な資

格の組み合わせに対する帰結 pCOS モード を挙げます。 文書の暗号化ステータ ス と、 その

フ ァ イルを開 く 際に与え られた資格に応じ て、 各種の PDF オブジェ ク ト パスはそれぞれ、

最小 ・ 限定 ・ 完全のいずれかの pCOS モード で利用可能です。 各モード に対し て不適切な

pCOS パス を取得し よ う とする と例外が発生し ます。

表 4.12 保護されている文書と利用可能な さ まざまな資格の組み合わせに対する帰結 pCOS モー ド

これを知っていれば、 また

は持っていれば pCOS の動作モー ドはこ う な り ます

パスワー ド セキュ リ テ ィ

いずれのパスワー ド も知ら

ない

> ユーザーパスワー ドが必要な文書 ： 小 pCOS モー ド

> ユーザーパスワー ドが不要な文書 ： 限定 pCOS モー ド

> 暗号化されたフ ァ イル添付を含んでいる文書 ： 完全 pCOS モー ド、 ただ し

添付は取得できません

ユーザーパスワー ド 限定 pCOS モー ド

マス ターパスワー ド、 ある

いは暗号化されたフ ァ イル

添付のある文書に対する添

付パスワー ド

完全 pCOS モー ド

証明書セキュ リ テ ィ

然るべきデジ タル ID がな

い

小 pCOS モー ド

然るべきデジ タル ID があ

るが、 その文書がこれに対

し てマス ター権限を設定し

ていない

限定 pCOS モー ド

然るべきデジ タル ID があ

り、 かつ、 その文書がこれ

に対し てマス ター権限を設

定し ている

完全 pCOS モー ド
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A 改訂履歴

本マニュアルの改訂履歴

日付 変更点

2018 年 7 月 26 日 > PLOP/PLOP DS 5.3 内の pCOS イ ン タ フ ェース 12 に関する更新

2017 年 5 月 22 日 > TET 5.1 ・ TET PDF IFilter 5.1 のための新版

2017 年 2 月 15 日 > PLOP/PLOP DS 5.2 のための新版

2016 年 4 月 12 日 > PLOP/PLOP DS 5.1 内の pCOS イ ン タ フ ェース 11 に関する更新 （証明書セ

キュ リ テ ィ ）

2016 年 04 月 05 日 > TET 5.0 ・ TET PDF IFilter 5.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 10 に関する更新

2014 年 12 月 04 日 > PLOP/PLOP DS 5.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 9 に関する更新

2013 年 8 月 1 日 > pCOS 4.0 に同梱。 内容に大きな変更な し

2013 年 5 月 16 日 > TET 4.2 ・ TET PDF IFilter 4.2 に同梱。 内容に大きな変更な し

2013 年 3 月 14 日 > PDFlib 9.0.0 に関する更新

2012 年 2 月 13 日 > pCOS イ ン タ フ ェ ース 8 へ更新

2011 年 3 月 04 日 > pCOS イ ン タ フ ェ ース 7 について PLOP 4.1 に言及

2010 年 11 月 29 日 > PDFlib 8.0.2 用 pCOS イ ン タ フ ェース 5 に関する再発行版

2010 年 10 月 29 日 > pCOS 3.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 7 に関する更新

2010 年 7 月 22 日 > 複数製品で用いるためのpCOS イ ン タ フ ェース 6に関する リ フ ァ レンス再構

成

2009 月 12 月 07 日 > PDFlib+PDI 8 ・ PPS 8 内の pCOS イ ン タ フ ェース 5 に関する更新

2009 年 2 月 01 日 > PLOP 4.0・TET 3.0・TET PDF IFilter 3.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 4 に関する

更新

2007 年 10 月 19 日 > pCOS 2.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 3 に関する更新

2006 年 3 月 28 日 > Perl 言語バイ ンデ ィ ングの説明を追加

2005 年 9 月 30 日 > pCOS 1.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 2 に関する版

2005 年 6 月 20 日 > TET 2.0 内の pCOS イ ン タ フ ェース 1 に関する版
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